




 

はじめに 

川島町は、「川島町民憲章」（昭和５９年１１月３日）の１項目に「かわじまの宝だ 

伸ばせ子供たち」を掲げ、町を挙げて子供たちを育成しています。 

 また、「川島町スポーツ都市宣言」（昭和５２年１月）と「生涯学習推進のまち宣言」

（平成４年１１月）により、全国・全県に先駆けて、町を挙げて「生涯学習・生涯スポ

ーツ」の充実・振興に取り組んできました。 

 さて、川島町教育委員会は､昨年１０月４日から､新教育委員会制度に移行し、新教育

長と４名の教育委員による教育委員会会議を定期的に開催するとともに、教育総務課・

生涯学習課の２課で教育委員会事務局を組織し、小・中学校や社会教育施設が一体とな

って教育行政を推進しています。 

また、新教育委員会制度に基づき、「町長と教育委員による総合教育会議」を開催し

て、平成２８年２月に「川島町教育大綱」を策定しました。この「教育大綱」の骨子に

基づき、３月には「平成２８年度川島町教育行政重点施策」を策定し、教育行政を推進

しています。 

川島町は、学力向上が喫緊の課題であることから、平成２８年を「学力向上元年」と

位置づけて、教育委員会と学校とが一体となって、子供たちの学力向上を目指して、総

合的な新規事業「川島方式子ども学習支援システム」などに積極的に取り組んでいます。 

川島町のもう一つの大きな課題は「少子化の進行した小学校を対象とする学校規模の

適正化」です。平成２８年第１回川島町議会定例会（３月）で、「川島町立小中学校設

置条例の一部を改正する条例」が可決・成立し、三保谷、出丸、八ッ保、小見野の４小

学校を平成３０年３月３１日で廃校し、同年４月１日付けで現在の三保谷小学校の位置

に「（仮称」三保谷・出丸小学校）を、八ッ保小学校の位置に「（仮称）八ッ保､小見野

小学校」を設置することが決定しました。 

平成２８年５月、「統合協議会」をスタートさせ、平成３０年度の統合に向けて協議

を重ねるとともに、統合に係る諸事業を進めることにより子供たちや教職員の教育活動

を通した交流を活発に進めます。 

 この平成２８年度教育要覧『川島の教育』は、本町の教育に係る各種データ・資料を

網羅しています。川島教育の充実・推進のために、ご活用くださるようお願いします。 

平成２８年６月 

川島町教育委員会教育長 中村 正宏 
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生涯学習推進のまち宣言 
 

わたくしたち川島町民は 

     生涯にわたり健康で楽しく学び合い 

     思いやりと心のきずなを大切にし 

     仲良く助け合う家庭をつくり 

     明るく心豊かな人生が送れる 

     ふるさと文化の香るまち「かわじま」の実現をめざします 

     町制２０周年にあたり 

     「生涯学習推進のまち」とすることを宣言します 

                      平成４年１１月３日 

川島町教育大綱 
（平成２８～３２年度） 

【教育理念】 

『広い空、水と緑に恵まれた輪中の郷で、 

              たくましく心豊かな人づくり』 

 

  町の総合振興計画にある「まちが人を育み、 

人がまちを育む活力と協働のまちづくり」の 

基本理念を、川島町民憲章にある「かわじまを 

守る堤は心のきずな」から連想し、「輪中の郷」 

という言葉で表現しました。                       

恵まれた自然環境のもとで、学校、家庭、 

地域が互いに手を取り合い一体となって、 

子供たちだけでなく大人も、 

豊かな人間性を育み、たくましく生きることを理念としています。 
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Ⅰ 町 の 概 況
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１　地勢

埼玉県の地図

町の木/もくせい

町の花/はなしょうぶ

町の鳥/ひばり
早春に、にぎやかにさえずりながら麦畑を空高く
舞い上がるさまは、川島の春の風物詩ともいえま
す。ひばりは“あげひばり”ともいわれ、縁起の
よい鳥といわれています。

ひばりの絵

平均標高／14.5m

面積／41.63k㎡

家の庭などに植えられる常緑樹です。花は秋に咲
き、よい香りを漂わせてくれる昔から親しまれて
いる木です。

もくせいの絵

水田地帯である本町に多く植えられ、愛好されて
います｡初夏には、紫・白・紫紅の大きな花をつけ
る、繁殖力のあるアヤメ科の代表的品種です。

はなしょうぶの絵

南北.／7.9km

川島町の概況

　川島町は埼玉県のほぼ中央に位置し、北は市野川を境として東松山市・吉
見町に、東は荒川を境として北本市・桶川市・上尾市に、南は入間川を境と
して川越市に、西は越辺川を境として坂戸市に接しており、まさに“川に囲
まれた島”そのものといえます。面積は41.63k㎡で、東西間11km、南北
間8kmの距離となっています。標高は平均14.5mで高低差はほとんどなく、
かつては見渡す限り水田地帯でした。
　この地域に集落を形成して生活を営むようになったのは奈良時代の少し前
ごろからとみられており、町内にはそのころの様子がうかがえる「塚」や
「塚の跡」が残っています。江戸時代になると川越藩の支配の中で農業生産
が高まりましたが、反面、荒川の流れを現在の場所に変えたことで、たびた
び水害に悩まされるようになりました。その後、時代が進むにつれ、河川改
修や堤防の築造によって徐々に水害を克服してきました。
　昭和29年、川島領と呼ばれる中山・伊草・三保谷・出丸・八ツ保・小見野
の6か村が合併し、川島村が誕生。以後は中学校の統合や上水道の敷設など、
積極的な村づくりを進め、昭和47年11月に町制を施行しました。
　現在、首都圏中央連絡自動車道川島インターチェンジの開通に伴い、イン
ター周辺開発が進み、町は変革のときを迎えています。

北緯／36゜01' 11"

東経／139゜32' 43"

東西／11.17km
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２　町の人口の推移

男性 女性 総人口

18 11,711 11,439 23,150
19 11,597 11,360 22,957
20 11,501 11,208 22,709
21 11,460 11,182 22,642
22 11,406 11,060 22,466
23 11,259 10,983 22,242
24 11,131 10,803 21,934
25 10,994 10,648 21,642
26 10,902 10,469 21,371
27 10,790 10,363 21,153
28 10,657 10,278 20,935

10,657 10,278 20,935

３　町の世帯数の推移

18 7,351 97
19 7,448 97
20 7,504 56
21 7,711 207
22 7,832 121
23 7,878 46
24 7,818 -60
25 7,811 -7
26 7,823 12
27 7,877 54
28 7,941 64
28 7,941 64

（広報かわじま「人口と世帯」各年 ５月１日現在）

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

世帯数 7,351 7,448 7,504 7,711 7,832 7,878 7,818 7,811 7,823 7,877 7,941

前年比 97 97 56 207 121 46 -60 -7 12 54 64
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女性 11,439 11,360 11,208 11,182 11,060 10,983 10,803 10,648 10,469 10,363 10,278

総人口 23,150 22,957 22,709 22,642 22,466 22,242 21,934 21,642 21,371 21,153 20,935
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４　町の予算（当初）

議会費 102,590

総務費 984,543

民生費 2,004,830

衛生費 634,169

労働費 242

農水費 182,836

商工費 28,685

土木費 877,039

消防費 516,261

教育費 742,248

その他 557,557

計 6,631,000

単位：千円

５　教育費の内訳（当初）

教育総務費 151,796

小学校費 121,190

中学校費 118,472

社会教育費 214,700

保健体育費 136,090

計 742,248

単位：千円

議会費

1.5%

総務費

14.8%

民生費

30.2%

衛生費

9.6%

労働費

0.0%

農水費

2.8%

商工費

0.4%

土木費

13.2%

消防費

7.8%

教育費

11.2%

その他

7.2%

予 算

6,631,000

千円

教育総務費

21％

小学校費

16％

中学校費

16％

社会教育費

29%

保健体育費

18％

教育費
742,248

千円
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Ⅱ　教育行政及び学校教育
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平 成 ２ ８ 年 度 

  
 

 

 

 

 川島町教育委員会は、教育が町民生活の現在及び未来に亘る社会基盤の根源であり、町

政の重要施策の一つであるとの認識に基づき、人間尊重の精神を基本として、『生きる力』

を育成し、町民の要請と期待に応える教育行政を推進する。 

 そこで、憲法及び教育基本法の精神に則り、幼児・児童・生徒の自ら学ぶ意欲と社会の

変化に主体的に対応する能力の育成を図り、基礎・基本の定着と個性を生かす教育を推進

するとともに、生涯学習をより一層定着し推進するため、川島町教育大綱に掲げられた教

育の基本理念に基づき、教育行政の基本目標と重点施策を次のとおり定める。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 確かな学力の育成と質の高い学校教育の推進 

２ 学力の向上、生きる力を育成するための教育環境の整備、充実 

３ 豊かな心と健やかな体の育成 

４ 家庭・地域の教育力の向上 

５ 生きがいづくりと伝統文化の継承 

 

【 基本目標 】 

 

『広い空、水と緑に恵まれた輪中
わじゅう

の郷
さと

で、 

たくましく心豊かな人づくり』 
（説明） 

町の総合振興計画にある「まちが人を育み、人がまちを育む 

活力と協働のまちづくり」の基本理念を、川島町民憲章にある 

「かわじまを守る堤は心のきずな」から連想し、「輪中の郷」 

という言葉で表現しました。恵まれた自然環境のもとで、学校、 

家庭、地域が互いに手を取り合い一体となって、子供たちだけ 

でなく大人も、豊かな人間性を育み、たくましく生きることを 

理念としています。 

【 教育の基本理念 】 

 

川 島 町 教 育 行 政 重 点 施 策 
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各学校においては、学習指導要領の趣旨を踏まえ、基礎・基本の着実な定着を図り、

確かな学力と質の高い学校教育を推進する。また、一人ひとりの個性や創造性を伸ば

し、豊かな心や生きる力を育む。 

特に、グローバル化が進行する社会において、未来への飛躍を担うための創造性や

チャレンジ精神、国境を越えて人々と交流できるための語学力・コミュニケーション

能力を育む。 

 

 

 

（１）確かな学力と自立する力を育成する教育の推進 

１）学力の向上と指導方法の工夫・改善 

◇学習状況調査等の分析と指導方法の工夫改善 

◇校内授業研究会の実施と授業力の向上 

◇少人数指導の推進 

２）進路指導・キャリア教育の充実 

◇比企地区学力テスト実施に係る補助 

◇家庭・学校・地域「ふれあい講演会」の実施 

◇中学生社会体験チャレンジ事業 

３）特別支援教育の推進 

◇教育相談、就学支援委員会の充実 

◇幼・保・小における特別支援教育の充実 

◇共生社会を目指した｢多様な学びの場｣の充実 

◇発達障害などに対する支援体制の整備・充実 

４）幼児教育の推進 

◇幼保小連携事業の推進 

◇幼・保・小における特別支援教育の充実【再掲】 

 

 

 

 

基本

目標 1 確かな学力の育成と質の高い学校教育の推進 

重 点 施 策 と 主 な 取 組 
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（２）質の高い学校教育の推進 

１）教師の授業力向上に関する指導訪問・研修の充実 

◇校内授業研究会の定期的な実施による実践的な研修の充実 

◇学校指導訪問による教師の授業力の向上 

２）学校管理運営の改善・充実 

◇人事評価制度の充実 

◇学校評議員制度を活性化させ点検・評価及び評価に基づいた更新 

◇学校評価制度の整備・充実 

◇地域との連携の推進 

３）就学支援の充実 

◇要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業 

◇特別支援教育就学奨励事業 

◇育英資金貸付事業 

◇第 3 子以降私立幼稚園保育料無料化事業 

◇入園祝い金事業 

４）国際理解教育の推進 

◇英語教育充実事業（ＡＬＴ派遣、小学校外国語活動支援員の配置） 

【新規】 

５）食育･環境教育の推進 

◇埼玉県・埼玉大学との協力連携による木育推進事業（中山小学校） 

◇みどりの学校ファームの取組  
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 子供たちの学力向上、生きる力の育成を目的に、学校規模適正化、小中一貫教育の

推進などにより、教育環境の整備・充実を図るとともに、学力の状況に応じた学力向

上のための施策の充実と、教員の指導力の向上を図る。 

 

 

（1）教育環境の整備・充実 

１）学校規模適正化の推進 

  ◇統合協議会の開催（学校の跡地･施設の有効活用の検討など）【新規】 

  ◇統合対象校間の交流事業【新規】 

2）小中一貫教育の推進 

  ◇小学校と中学校の連携、交流、研究事業 

3）学校施設の改修・修繕の推進 

  ◇小・中学校施設耐震化の推進（西中学校校舎非構造部材耐震化）【継続】 

  ◇エアコン整備事業（西中学校エアコン設置工事）【新規】 

  ◇小学校防犯カメラ設置工事【新規】 

  ◇川島中学校プールろ過装置交換修繕【新規】 

 

（2）学力向上のための施策の充実 

  1）学力向上のための学校教育環境の整備・充実 

◇私塾と連携した補充学習の充実事業【新規】 

◇きめ細かい教育の推進事業【新規】 

◇基礎学力向上事業（学力調査、家庭学習ノート、問題集）【拡充】 

◇英語教育充実事業（ＡＬＴ派遣、小学校外国語活動支援員の配置） 

【新規･再掲】 

◇ＩＣＴ機器活用事業（タブレット端末、校内ＬＡＮ、電子黒板活用の推進）

【新規】 

2）教員の指導力の向上 

 ◇学力先進地講師による講演会【新規】 

 

 

基本

目標 ２ 学力の向上、生きる力を育成するための教育環境の整備・充実  

重 点 施 策 と 主 な 取 組 
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地域や関係機関と連携し、豊かな人間性や社会力を育て、夢や希望に向かってたく

ましく生きることができるよう豊かな心を育成する。 

また、いじめを始めとする様々な人権を尊重した教育を推進し、思いやりのある社

会を形成する。 

さらに、子供たちの体力向上に努めつつ、いつまでも健康的な生活が送れるよう、

町民一人ひとりそれぞれの体力に合わせたスポーツやレクリエーションが生涯にわ

たり親しめるような体制の充実を図る。 

 

 

 

（１）豊かな心を育む教育の推進 

１）道徳教育の推進 

◇道徳授業研究会の実施や担任と管理職等のＴＴによる授業の実践 

◇保護者への道徳授業の公開 

２）いじめ・不登校対策の充実 

◇いじめ問題対策連絡協議会の開催 

◇小学校と中学校の連携、交流、研究事業【再掲】 

◇教育相談体制の充実（学校と家庭及びスクールカウンセラー、さわやか相 

談員、スクーリングサポート支援員との組織的連携など） 

３）豊かな体験活動の推進 

  ◇埼玉県・埼玉大学との協力連携による木育推進事業（中山小学校）【再掲】 

    ◇みどりの学校ファームの取組【再掲】 

◇中学生社会体験チャレンジ事業【再掲】 

４）人権を尊重した教育の推進 

◇「人権感覚育成プログラム」の活用の推進 

◇人権教育・啓発研修への参加の促進 

◇男女共同参画に関する学習活動の推進 

 

 

 

 

基本

目標 ３ 豊かな心と健やかな体の育成 

重 点 施 策 と 主 な 取 組 
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（２）健康づくりとスポーツの推進 

１）子供たちの健康の保持・増進 

◇学校給食を活用した食育の推進 

◇学校給食推進事業 

◇学校保健教育推進事業 

◇フッ化物洗口によるう蝕予防事業 

２）体力向上の推進と学校体育の充実 

◇体力向上推進委員会による研究・授業研究会 

◇日々の学校体育の充実 

３）生涯スポーツの普及・充実 

◇ノルディック・ウォーキングの普及 

◇かわじま輪中の郷ウォーキングの開催 

◇各種スポーツ教室の開催 

４）保健・健康部門と連携した事業の充実 

◇大学等の教育機関と連携した食育ボランティア講座の開催(食育指導者の 

発掘・育成) 

◇成人の食に関する講座の実施 

◇体育協会加盟団体による大会、教室の開催 
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生涯学習推進のまち宣言の理念を踏まえ、学校・家庭・地域が一体となった教育の

推進を図るため、学校応援団の取組の活性化及び取組を支える人材の養成と育成に努

め、親の学習や子育てを支える体制の充実を図る。 

 

 

 

（１）学校・家庭・地域等が連携した教育の推進 

１）「学校応援団」の充実 

◇学校応援団活動に対する支援の検討 

◇学習ボランティア等の効果的な活用 

２）家庭の教育力の向上 

    ◇「家庭生活の約束 6 か条」の普及 

（「早寝 早起き 朝ご飯」運動の普及・啓発、「ノーテレビ・ノーゲー 

ムの日」の推進など） 

◇学習ボランティア等の効果的な活用【再掲】 

◇親の学習の充実 

３）「彩の国教育の日」および「彩の国教育週間」における取組の推進 

◇学校・家庭・地域等の連携による取組の推進 

◇「埼玉・教育ふれあい賞」への推薦 

４）防犯教育・安全教育の推進 

◇地域ぐるみの安全体制の確立 

◇防犯教室の実施 

◇交通安全教育の推進 

５）子育てに関する連携支援 

◇民間団体や地域人材を活用した地域子ども教室の実施 

◇子育て世代を対象とした講座の開催 

 

   

    

 

 

基本

目標 ４ 家庭・地域の教育力の向上 

 

重 点 施 策 と 主 な 取 組 
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生涯学習を推進させるためには、学習機会の充実、学習情報の提供、地域の指導者

やボランティアの把握と育成が必要である。特に、団塊の世代を中心に増え続ける高

齢者の生きがい対策に重点をおいて推進を図る。 

また、地域の伝統文化を継承するために、後継者の育成や新たな文化財の指定を行

い充実を図る。 

 

 

 

（１）学習環境の整備と学習機会の充実 

１）指導者の発掘 

◇生涯学習データバンクの充実 

◇大学等の教育機関と連携した指導者の確保と育成 

２）各種教養講座の充実 

◇文化協会の活動支援 

◇活動団体の主催する自主講座の開催支援 

◇食育講座の開催 

◇各種講座の受講支援（かわみんマムの活用） 

３）子ども会活動の充実と活動支援 

◇指導者、育成者の研修会の実施 

◇彩の国２１世紀郷土かるた川島大会の実施 

４）公民館の活性化 

◇公民館主催講座の充実と公民館のあり方の研究 

５）川島町立図書館の利便性の向上 

◇情報機器を活用したサービスの充実 

◇利用者がくつろげるスペースの整備 

 

 

 

 

 

 

 

基本

目標 ５ 生きがいづくりと伝統文化の継承 

 

 

重 点 施 策 と 主 な 取 組 
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（２）文化財の保護・活用 

１）伝統芸能団体の活動支援 

◇伝統芸能団体への支援の充実 

◇町イベント等における伝統芸能の発表 

  ２）文化財保護審議会の活動 

    ◇文化財保護審議会による調査活動 

    ◇新たな町指定文化財の検討 
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課    名 担 当 名

･教育委員会の会議 ･規則の制定改廃

･委員会職員人事 ･所管の調査統計

･予算決算の統括 ･重要施策及び諸計画の調整

･義務教育施設の使用

･教育財産の総括管理

･教育施設の営繕

･教職員の人事・服務・研修 ･児童生徒教職員の保健及び安全

･生徒指導 ･児童生徒の就学援助

･学級編制 ･児童生徒の就学

･学校統合の計画及び実施

･学校の設置及び廃止

･通学区域

･給食の調理 ･食器の洗浄消毒

･給食の運搬 ･給食施設、調理器具の管理

･学校給食センター運営委員会の会議

･給食費の徴収

･給食材料の購入 ･給食材料の需要申請

･給食材料の品質検査 ･物資納入業者の管理

･献立作成 ･アレルギー対応

･衛生管理指導 ･栄養関係諸報告

･社会教育の企画調整 ･学級講座の開催・援助

･社会教育関係団体の育成指導 ･公民館の管理運営

･文化芸術の振興

･文化財の保護、調査、保存管理及び活用

･文化財の指定及び解除

･文化財保護思想の普及

･人権教育の推進計画

･人権教育指導者研修・育成

･人権教育講演会、研修会の開催

･生涯スポーツ推進 ･社会体育施設管理運営

･スポーツ教室の開催 ･社会体育の指導、助言、奨励

･図書館管理 ･資料の収集整理保存

･図書館奉仕 ･読書普及

 図書館
 グループ

生涯学習課

生涯学習
グループ

 給　食
 グループ

教 育 委 員 会 事 務 局   事 務 分 掌

事          務          分          掌

学校教育
グループ

教育総務課  学校統合
推進室
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生涯学習グループ

図　　書　　館 図書館グループ

川島町民会館

教 育 委 員 会 事 務 局 の 機 構

教育総務課

学校教育グループ

学校統合推進室

教

育

委

員

会

教

育

長

小　　学　　校

給 食 グ ル ー プ

副

教

育

長

中　　学　　校

公　　民　　館

体　　育　　館

運　　動　　場

学校給食センター

生 涯 学 習 課
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学 校 概 要
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中山小学校

校 長 笛木　　哲 ・所在地 川島町大字中山 １３３３

教 頭 山﨑　清美 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ００２９

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ８４１１

児童・学級数の現況　

　(平成28年5月1日現在)

学年 児童数 学級数

1 年 生 ①　４４ 2

2 年 生 ①　５０ 2

3 年 生 ⑤　４３ 2

4 年 生 ６３ 2

5 年 生 ①　５５ 2

6 年 生 ５４ 2

特別支援学級 ８ 2

合 計 ３１７ １４

（１）基礎的・基本的内容の確実な定着を図る。
　　　①指導方法の改善・・・教える教師から育てる教師へ
　　　②少人数体制による授業の推進
　　　③家庭学習の定着
　　　④自ら学ぶ教師が、学ばせうる教師
（２）健康・安全教育を推進する。
　　　①業間休み・昼休みは、校庭での外遊びを確保することで活力ある生活習慣の定着
　　　②登下校では「飛び出さない」「広がらない」を継続的に指導
　　　③健康観察の重視と、早くきめ細かな対応
（３）言語活動の充実を図る。
　　　①読書活動による読書の楽しさ
　　　②音読・朗読の充実
　　　③全教科領域で体験を通じて「言葉の力」の育成
（４）学校の特色を大切にする。
　　　①中規模校ならではの有効的な指導を実現する
　　　②特別支援学級との日常的な交流活動を大切にする
　　　③縦割り活動を通して異学年交流を図り、互いのよさを知り心の交流を図る
　　　④地域人材・保護者の積極的な活用を図る
（５）信頼される学校を目指す。
　　　①人と人、心の通い合う学校
　　　②児童にとって最も安全で、快適な、環境の整った学校
　　　③いじめをしない、ゆるさない学校
　　　④保護者との連携を密にし、信頼関係の構築
　　　⑤学童との連携を密にし、課題のある児童の共通理解を図る等の指導の一体化

やる気いっぱい
（憧れ・夢）

やさしさいっぱい
（感動）

元気いっぱい
（チャレンジ）

・目を見て話を聞く子
・自分の思いや考えが言える子
・めあてをもって学び、よく考える子

・元気にあいさつ、返事ができる子
・人のよさがわかり、
　誰にでも思いやりをもって接する子
・助け合い、高め合い、進んで働く子

・腰骨をのばす子
・ねばり強く最後までやりとげる子
・元気で生活し、外遊び、
　運動が好きな子

平成２５年　９月       体育館非構造部材耐震化工事

平成２０年　９月       校舎北側駐車場改修工事

平成２３年　９月       普通教室エアコン設置

平成２２年　２月       デジタルテレビの設置・太陽光発電設備設置

平成１１年１０月       校舎、体育館大規模改造及び耐震補強工事

平成１８年　３月       校舎西・体育館側防球ネット設置

平成１９年　２月

昭和３４年１０月 　　校旗、校歌制定

昭和４０年　７月       プール竣工

      校舎北側東西門扉改修工事

昭和５４年　３月       校舎改築、屋内運動場新築

昭和５８年　２月       校舎増築

平成　３年　４月       南校舎新築

明治２５年　４月 　　中山尋常小学校と改称

明治４３年　６月 　　校舎新築

昭和２５年１０月 　　校舎新築

やる気いっぱい　やさしさいっぱい　元気いっぱい

平成２６年　９月       校舎非構造部材耐震化工事

教   育   目   標 重　　　　　　点

『憧れいっぱいの子　感動いっぱいの子　チャレンジいっぱいの子』

※丸数字は、特別支援学級児童

学校研究課題 「成就感・達成感を味わえる算数指導のあり方」

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要
明治　６年　９月 　　興風学校開校

明治２２年　４月 　　中山学校と改称
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伊草小学校

校 長 鍋谷　正則 ・所在地 川島町大字伊草 ２３８-１

教 頭 嵐口　　均 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ００４９

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ８４１２

児童・学級数の現況　

　(平成28年5月1日現在)

学年 児童数 学級数

1 年 生 41 2

2 年 生 ①　50 2

3 年 生 51 2

4 年 生 41 2

5 年 生 ③　49 2

6 年 生 ②　57 2

特別支援学級 ６ 　２

合 計 ２９５ １４

◎ い　<いつも明るく楽しい学校>

○ やさしさいっぱい（徳育） ◎ ぐ　<クラスで高め合い、学び合う学校>

○ 学びいっぱい（知育）

○ 力いっぱい（体育） ◎ さ　<最高の仲間とともに、健康な心と体をはぐくめる学校>

◎ こ　<子ども一人一人が主人公になる学校>

◎ う　<美しく、安全な学校>

※丸数字は、特別支援学級児童

教   育   目   標 重　　　　　　点

かがやく子ども

学校研究課題 「児童が主体的に学ぶ国語科指導の研究」

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要
明治　７年　４月 伊草学校創立大聖寺を校舎に充用
明治　９年　５月 角泉学校創設慈眼院を校舎に充用
明治２２年　５月 町村制施行と共に伊草及び角泉、安塚、飯島を併せて伊草尋常小学校設置
明治３５年１０月 現在地に校舎新築
昭和４１年　７月 校舎新築・プール竣工

開校１２０周年記念式典挙行
平成１４年　４月 文部科学省・埼玉県教育委員会学力向上フロンティアスクール研究指定(平成１４～１６年度）

昭和４８年　３月 校旗、校歌制定
昭和５３年　３月 校舎新築、屋内運動場新築
昭和５８年　３月 南校舎新築

『感動いっぱい　憧れいっぱい　チャレンジいっぱい　伊草っ子』

平成２４年　８月 太陽光発電設備設置
平成２３年　９月 普通教室にエアコン設置

平成１７年１２月 新校舎竣工
平成１８年　２月 落成記念式典挙行
平成１９年　３月 体育館竣工
平成２２年　２月 デジタルテレビの設置

平成　２年１１月 伊草小PTA文部大臣賞受賞
平成　８年　２月

平成２６年　９月 校舎非構造部材耐震化工事
平成２６年１１月 プール改修工事

平成２５年　９月 体育館非構造部材耐震化工事
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三保谷小学校
『一人一人が生き生き耀く三保谷小』

校 長 五島　アツ子 ・所在地 川島町大字白井沼 ９４５

教 頭 若林　　幸治 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ００７７

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ８４１３

児童・学級数の現況　

学年 児童数 学級数

1 年 生 ①　１１ 1

2 年 生 7 1

3 年 生 ①　１６ 1

4 年 生 ②　１３ 1

5 年 生 ①　１０ 1

6 年 生 9 1

特別支援学級 5 2

合 計 ７１ ８

◎教育理念　　人皆に美しき種子あり

～子供たちは一人一人がよさや可能性を秘めた (1) 学習指導の充実・学習の躾の徹底

　かけがえのない存在であり、それぞれの持ち味

　を生かし育てる教育を展開する～ (2) 豊かな心の育成
一人一人が生き生き耀く三保谷小
○ やさしく（徳） (3) 運動大好きな子の育成
○ かしこく（知）

○ たくましく（体） (4) 安全で潤いのある学校づくり
「目指す学校像」

○ 児童・教職員が生き生きとし、活気あふれる (5) 人権教育・特別支援教育の充実
学校（笑顔）

○ 学ぶ楽しさ　学ぶ喜びのある学校（学び） (6) 開かれた学校づくりの推進
○ 安全で潤いのある学校（潤い）

○ 家庭・地域から信頼される学校（信頼）

平成２6年　９月 校舎屋根改修工事
平成２５年　９月 校庭改修工事　体育館非構造部材耐震化工事

明治２３年　２月 校名を三保谷校として開設
明治２５年１１月 三保谷尋常小学校と改称
明治４３年　３月 校舎新築
昭和４０年　７月 プール竣工
昭和４３年１１月 校舎新築、校旗、校歌制定
昭和５５年　４月 屋内運動場新築

　(平成28年5月1日現在)

教   育   目   標 重　　　　　　点

学校研究課題 自ら学ぶ力を育てる算数科指導
～基礎基本を生かし、自らの考えを伝え学び合う児童の育成～

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要
明治１９年　３月 稲田、三保谷、白井沼、角泉、表の５校を合併して大字紫竹に五明校として開設

※丸数字は、特別支援学級児童

平成　２年　３月 開校百年記念式典挙行
平成１３年　７月 校舎、体育館大規模改造及び耐震補強工事
平成１３年　９月 オーストラリア親善訪問団受け入れ

平成２７年　９月     校舎非構造部材耐震化工事

平成１４年１１月 飼育小屋改築、鉄棒付け替え

平成２４年１２月 太陽光発電設備設置
平成２３年　９月 普通教室にエアコン設置

平成１５年　２月 南及び西校門門扉設置
平成１６年　４月 文部科学省　道徳教育推進校指定（平成１６～１７年度）
平成１８年　１月 児童生徒の心に響く道徳教育推進事業研究発表会
平成２２年　２月 デジタルテレビの設置
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出丸小学校
　　『学校力を高め、地域とともに歩む出丸小』

校 長 栁澤　睦夫 ・所在地 川島町大字上大屋敷 １００

教 頭 小林　　進 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ００７４

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ８４１４

児童・学級数の現況　

学年 児童数 学級数

1 年 生 8 1

2 年 生 13 1

3 年 生 13 1

4 年 生 ①　９ 1

5 年 生 19 1

6 年 生 ①１５ 1

特別支援学級 2 1

合 計 79 7

(1) 生きる力の育成・確かな学力の定着

○　なかよく　　（思いやりのある子） (2) 元気で、心豊かで思いやりのある児童の育成

○　かしこく　　（自ら学ぶ子） (3) 豊かな体験活動の推進

○　げんきよく　（進んできたえる子） (4)

(5) 専門性、人間性を高める職員研修の充実

平成２７年　９月 校舎非構造部材耐震化工事
平成２６年　９月 図書室・音楽室にエアコン設置

平成１９年　７月 屋内体育館耐震補強・大規模改造工事、パソコン（２０台）の新機種導入

平成２４年１２月 太陽光発電設備設置

平成２２年   ２月 デジタルテレビの設置
平成２３年   ４月 特別支援学級新設
平成２３年   ９月 普通教室にエアコン設置

平成２５年　９月 体育館非構造部材耐震化工事

平成１６年　９月 オーストラリア訪問団ホームステイ交流事業と実施
平成１７年　４月 彩の国パイオニアスクールとして指定（１年間）
平成１８年１１月 埼玉県小学校体育連盟委嘱授業研究発表会

平成１０年　４月 学校緑化推進校として指定
平成１５年　３月 校門、門扉新設
平成１５年　８月 校庭改修、浄化槽改修

昭和５４年　３月 屋内運動場新築
平成　２年　４月 県社会福祉協力校として指定（３年間）
平成　８年　８月 校舎大規模改造及び耐震補強工事

明治４３年１０月 現在地に校舎新築
昭和３９年　８月 プール竣工
昭和５１年　６月 校舎新築

明治１８年　８月 第１分校独立し、比企郡第１学区暢養学校となる
明治２０年　９月 本校と第１分校を統合、第１学区尋常小学校出丸小学校を開校
明治２５年１０月 出丸尋常小学校と改称

学校研究課題 「一人一人のよさや可能性を引き出し伸ばす国語科指導」

　(平成28年5月1日現在)

教   育   目   標 重　　　　　　点

保護者・地域・社会の願い、期待に応える教育の推進

　笑顔・元気・感動あふれ郷土を愛せる出丸っ子

※丸数字は、特別支援学級児童

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要
明治　６年１２月 出丸中郷横塚常光寺に出丸中郷小学校創設
明治１３年１２月 出丸中郷小学校を由之学校と称し本校とする
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八ッ保小学校
　　『元気いっぱい、生き生きと活動する学校』

校 長 岡部　玲子 ・住 所 川島町大字畑中 ３１

教 頭 鈴木　泰生 ・電 話 ０４９ - ２９７ - ００６４

・FAX ０４９ - ２９７ - ８４１５

児童・学級数の現況　

学年 児童数 学級数

1 年 生 18 1

2 年 生 5 1

3 年 生 18 1

4 年 生 8 1

5 年 生 10 1

6 年 生 15 1

合　　計 74 6

(1) 基礎・基本の定着と学力向上の推進

(2) 個に応じたきめ細かな教育の推進

(3)

(4) 安全で、美しく潤いのある教育環境整備

気づき、考え、チャレンジする元気な (5) 学校・家庭・地域との連携

八ッ保っ子 (6) 職員研修の充実

◎ 八つの行動目標

○ かしこく 　　5　助け合い、高め合い、進んで働ける子

○ なかよく
　　6　笑顔で元気にあいさつができる子

○ たくましく 　　7　ねばり強く最後までやりとげる子

　　8　元気で生活し、運動が好きな子

　

    校舎非構造部材耐震化工事
平成２８年　2月     体力向上優良校受賞（埼玉県教育委員会）

平成２６年　２月
平成２７年　２月 体力向上優良校受賞（埼玉県教育委員会）

体力向上優良校受賞（埼玉県教育委員会）

平成２５年　９月
平成２５年１１月

平成２７年　9月

昭和４５年　５月
昭和５５年１２月

平成２４年１１月
平成２３年　９月

平成　２年１０月

平成２１年　１月

平成２４年１２月

平成１１年　９月
平成１４年　９月
平成１８、１９年

平成２２年　２月

　(平成28年5月1日現在)

教   育   目   標 重　　　　　　点

《学校像》 教　職　員

学校研究課題 「自ら進んで問題解決する児童を育てる算数科指導」
～自立、協働を通して算数を創造できる児童の育成～

　元気いっぱい、生き生きと活動する学校

児　　　童

4　友達のよいところを見つけられる子

1　話をよく聞き、考える子

2　自分の思いをしっかり言える子

３　自分のめあてを持って学習する子

《めざす児童像》

《学校教育目標》

学級経営の改善と充実及び一人一人が大切にされる人権教育の推進

シラコバト賞受賞（彩の国コミュニティ協議会）
体育館非構造部材耐震化工事
太陽光発電設備設置
埼玉県小学校体育授業研究協力校に指定・発表
普通教室にエアコン設置
デジタルテレビの設置
学校応援団に係る学校公開
幼・保・小連携推進事業研究協力校に指定・発表
大規模改修及び耐震補強工事
オーストラリア親善訪問団受け入れ
開校百年記念式典挙行
屋内運動場新築
校舎新築

善福寺に仮校舎として創立

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要

明治１５年　９月
明治２２年　４月

明治　７年　５月

大正　元年１０月
昭和２２年　４月
昭和４１年　５月 川島幼稚園を併設

八ッ保村立八ッ保小学校と改称　八ッ保中学校併設
現在地に校舎新築
従来の学校を廃し、八ッ保学校を設置し、校舎は善福寺を充用
成立南学校と改称
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小見野小学校
『元気いっぱい、笑顔いっぱいの学校』

校 長 関口　昭彦 ・所在地 川島町大字谷中 ９９

教 頭 野本　　章 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ００７６

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ８４１６

児童・学級数の現況　

学年 児童数 学級数

1 年 生 14 1

2 年 生 18 1

3 年 生 10 1

4 年 生 15 1

5 年 生 21 1

6 年 生 13 1

合　　計 91 6

教育目標の具体化への筋道
(1) 豊かな心の育成《なかよく》

　 ①学校行事の充実

②全教育活動を通した人権教育

③ノーマライゼーションの理念に基づいた教育の充実

④人間関係の醸成

(2) 確かな学力の向上《かしこく》

①基礎的基本的内容の習得

②分かりやすい授業づくり

③学習環境及び学級生活の改善

④家庭学習の定着

(3) 体力の向上、健康の保持《生き生きと》

①外遊びの奨励

②体育授業の充実

③安全指導

④食育の充実

⑤小１プロブレム、中１ギャップの解消

　(平成28年5月1日現在)

教   育   目   標 重　　　　　　点

学校研究課題 「考え、話し合い、学び合う算数科の学習」

※丸数字は、特別支援学級児童

なかよく○

・笑顔あふれる明るい子

○ かしこく

・学力の基礎・基本を身につけている子

○ 生き生きと

・心身ともにたくましい子

学制により、法鈴寺及び善福寺に於いて小学校教育を始め、成立学校と称す。
明治２３年　４月 大字谷中に本校舎を新築

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要
明治　６年　９月

昭和　３年　３月 現在地に校舎新築
昭和４０年１０月 プール竣工
昭和４７年１０月 校舎新築
昭和５７年　２月 屋内運動場新築
平成　２年　３月 築山造成
平成　３年１２月 開校百周年記念式典挙行

平成２２年   ２月 デジタルテレビの設置

平成２４年   ４月 特別支援学級「あおぞら」新設

平成　５年　８月 校舎大規模改造工事
平成１６年　２月 校庭改修、トイレ改修
平成２０年　８月 校舎大規模改修工事・太陽光発電設備設置
平成２１年　８月 屋内運動場大規模改修工事

平成２７年　9月     校舎非構造部材耐震化工事

平成２５年   ９月 体育館非構造部材耐震化工事

平成２３年   ９月 普通教室にエアコン設置

平成２6年   8月 遊具改修工事
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川島中学校
　　『文武両道！川島中　－ 夢・感動・絆のある学校 －』

校 長 大野　喜裕 ・所在地 川島町大字白井沼 ２３０

教 頭 金子　佳正 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ０１１２

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ０３９８

生徒・学級数の現況　

学年 生徒数 学級数

1 年 生 ②　９２ 3

2 年 生 104 3

3 年 生 ③　７５ 3

特別支援学級 5 2

合 計 274 11
※丸数字は、特別支援学級生徒

教師・生徒の生活指針

・礼を正し　　・場を清め　　・時を守る

・本年度の重点

知性をみがき

   心温かで

たくましい生徒の育成

昭和３４年　４月 伊草、小見野中学校を廃止、川島中学校に統合し両校分教場となる。

教   育   目   標 重　　　　　　点

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要
昭和３３年　９月 三保谷、八ッ保中学校を統合して川島中学校となり八ッ保に分教場を置く。
昭和３３年１１月 新校舎起工式挙行

　教育は、未来をつくる展望のもと、憲
法、教育基本法、学習指導要領の趣旨を
基礎とし、生徒の心身の発達と特性に応
ずる教育を施し、人間形成における基礎
的能力の伸長を図る｡
　このため、知育・徳育・体育の調和を
図り、新しい時代を主体的に生きていく
ことができるよう、自ら学び自ら考える
力をもち、自立心にあふれた生徒の育成
に努める。

「学級におけるよりよい人間関係の構築」
～誰もが自由に意見を言い合うことができる学級づくりを目指して～学校研究課題

（１）確かな学力の育成
　　　①授業規律の確立と基礎基本の定着
　　　②補充学習、家庭学習の充実
　　　③体験的な学習、問題解決的な学習の充実

（２）生き生きとした学校生活の創造
　　　①道徳の時間の充実
　　　②積極的な生徒指導・教育相談による問題行動の予防といじめ０・不登校０
　　　③学校行事の充実と学年学級での居場所づくり
　　　④勉強と部活動の両立により、進路を切り開く生徒の育成

（３）心なごむ教育環境の整備・充実
　　　①師弟同行の掃除指導と緑化活動の推進
　　　②「きれい　静か　潤い」のある環境づくり
　　　③安全教育の推進と安全安心な環境づくり

昭和３５年　４月 中山、出丸中学校を廃止、川島中学校に統合。本校舎竣工
昭和３６年　１月 校舎第二期工事竣工
昭和３６年　４月 分教場を廃止し、全生徒を収容。９月３０日を「開校記念日」に制定。

校舎改築
平成１４年１１月 県・町教育委員会委嘱「豊かな心と体を育む学校給食」研究発表

昭和３７年　２月 校旗、校歌制定
昭和３７年　３月 屋内運動場新築
昭和３７年　７月 プール竣工

　(平成28年5月1日現在)

平成２７年　9月     校舎非構造部材耐震化工事
平成２５年　９月 体育館非構造部材耐震化工事

平成１８年　８月 コンピューター教室改装、ウインドウズＸＰ対応パソコン導入
平成２２年   ２月 デジタルテレビの設置

平成２３年　９月 普通教室にエアコン設置
平成２２年１１月 川島中統合50周年記念事業記念式典挙行

昭和６１年　３月 屋内運動場改築
平成　８年　３月
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西中学校
「認め合う・磨き合う・高め合う」学校

校 長 神山　　晴光 ・所在地 川島町大字中山 ２７０-１

教 頭 小野川　和史 ・電　話 ０４９ - ２９７ - ２４２７

・ＦＡＸ ０４９ - ２９７ - ２４３７

生徒・学級数の現況　

学年 生徒数 学級数

1 年 生 ①１０１ 3

2 年 生 ②　８９ 3

3 年 生 ①　９５ 3
特別支援学級 4 2

合 計 289 11

○ 自ら学ぶ

○ 思いやる

○ 体を鍛える

※丸数字は、特別支援学級生徒

教   育   目   標

６　全教育活動を通しての人権教育の推進

５　生徒理解に基づく進路指導・キャリア教育の推進

目ざす学校像

７　生徒一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進

「認め合う・磨き合う
高め合う」学校

学　　　校　　　沿　　　革　　　の　　　概　　　要

　(平成28年5月1日現在)

重　　　　　　点

学校研究課題 「心豊かにたくましく生きる力を育てる道徳教育」
～自他を大切にし、自立した生活を送ることのできる生徒の育成～

１　基礎的な知識及び技能の習得、活用を図る指導方法と評価の工夫改善

２　豊な心を育む道徳教育の充実とボランティア活動の充実

３　生徒指導体制の確立と教育相談活動の充実

４　集団や社会の一員としての自覚を深める特別活動の推進

平成　３年１０月 　校名制定
平成　４年　４月 　起工式
平成　４年１１月 　校章制定
平成　５年　３月 　校舎・体育館完成
平成　５年　４月 　川島中学校より分離開校
平成　５年　６月 　プール竣工
平成　５年１２月 　校歌制定
平成　６年　２月 　６月７日を開校記念日に制定。
平成１０年　８月 　第２８回全国中学校バドミントン大会で優勝

平成2２年   ６月 　校庭改修工事

平成１１年　８月 　第２９回全国中学校バドミントン大会で優勝
平成１４年１１月 　創立１０周年記念式典
平成１６年　６月 　「平成１６年度中学生奉仕社会体験活動推進事業」県教委委嘱
平成１７年　４月 　「平成１７年度彩の国パイオニアスクール」県教委指定
平成１９年　４月 　「生徒指導研究推進事業」町教委指定
平成2２年   ２月 　デジタルテレビの設置

平成２５年   ９月 　体育館非構造部材耐震化工事
平成２４年   ６月 　埼玉県教育委員会委嘱「教育に関する3つの達成目標」の推進に関する研究
平成２３年   ９月 　普通教室にエアコン設置

平成２７年   ５月 　川島町教育委員会委嘱「生徒の社会性育成を目指したスキル教育と道徳教育を関連させた学習活動の工夫」
平成２７年　9月    太陽光発電設備設置・蓄電池設備設置

平成２７年   ４月 　埼玉県教育委員会委嘱「いじめ防止のための望ましい人間関係づくり研究推進校」
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単位：㎡

校地

学校名

★ … 借地

単位：㎡

建  物

区  分

鉄骨

学校名 その他

733

761

733

740

2,967

1,269

0 1,269

学     校    施    設

（ 1 ） 校 地（平成２８年５月１日現在）

建物敷地 屋外運動場 その他 合   計
屋外運動場
1人当たり

面   積

中 山 小 学 校 8,057 5,003 13,060 15.8

小見野小学校 9,347 9,561 18,908 105.1

八ッ保小学校 4,593 7,400 11,993 100.0

24.7

三保谷小学校 5,055 6,033 85.0

川 島 中 学 校 13,499 11,702 2,631 27,832

11,088

14,451

1,063.8

計 41,185 40,955 82,140 44.2

出 丸 小 学 校 6,983 5,657 12,640 71.6

伊 草 小 学 校 7,150 7,301

計 26,424 25,641 2,631 54,696 1,165.5

西 中 学 校 12,925 13,939 26,864 1,267.2

学校給食ｾﾝﾀｰ 3,757 3,757

（ 2 ） 校 舎（平成２８年５月１日現在）

鉄筋 1人当

ｺﾝｸﾘｰﾄ その他 面 積 ｺﾝｸﾘｰﾄ 面 積

保    有   建   物   面   積

一      般      校      舎 屋  内  運  動  場

鉄 筋 鉄 骨
木造 計

1人当

三保谷小学校 1,685 46 1,731 24.4 10.3

3.2

伊 草 小 学 校 4,218 4,218 14.3 902 3.1

中 山 小 学 校 4,623 34 4,657 14.7 1,019

八ッ保小学校 1,706 1,706 23.1 9.9

出 丸 小 学 校 1,923 28 1,951 24.7 9.6

8.1

計 15,803 108 219 16,130 17.4 1,921 5.3

小見野小学校 1,648 219 1,867 20.5

115.4

西 中 学 校 6,656 6,656 605.1 1,937 176.1

川 島 中 学 校 5,941 52 5,993 544.8

学校給食ｾﾝﾀｰ 1,327 1,327

145.7計 12,597 52 12,649 575.0 1,937
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小 学 校
学 年

校 名
児 童 数 ① 44 ① 49 ⑤ 44 63 ① 55 54 8 317
級 数 2 2 2 2 2 2 2 14
児 童 数 41 ① 50 51 41 ③ 49 ② 57 6 295
級 数 2 2 2 2 2 2 2 14
児 童 数 ① 11 7 ① 16 ② 13 ① 10 9 5 71
級 数 1 1 1 1 1 1 2 8
児 童 数 8 13 13 ① 9 19 ① 15 2 79
級 数 1 1 1 1 1 1 1 7
児 童 数 18 5 18 8 10 15 0 74
級 数 1 1 1 1 1 1 0 6
児 童 数 14 18 10 15 21 13 0 91
級 数 1 1 1 1 1 1 0 6
児 童 数 ② 136 ② 142 ⑥ 152 ③ 149 ⑤ 164 ③ 163 21 927
級 数 8 8 8 8 8 8 7 55

中 学 校
学 年

校 名
生 徒 数 ② 90 104 ③ 75 5 ⑤ 274
級 数 3 3 3 2 11
生 徒 数 ① 101 ② 89 ① 95 4 ④ 289
級 数 3 3 3 2 11
生 徒 数 ③ 191 ② 193 ④ 170 9 563
級 数 6 6 6 4 22

合   計

※丸数字は特別支援学級児童

※丸数字は特別支援学級生徒

1 2 3 特  学 計

川島中

西中

児童・生徒数一覧

1 2 3 4 5 6 特 計

中山小

伊草小

三保谷小

(平成２８年５月1日現在)

(平成２８年５月1日現在)

出丸小

八ッ保小

小見野小

合   計
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平成２８年５月１日現在

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

校 長 1 1 1 1 1 1 1 1 8

教 頭 1 1 1 1 1 1 1 1 8

主 幹 教 諭 1 1 1 3

教 諭 7 9 8 8 4 6 3 6 4 3 5 3 13 4 12 7 102

助 教 諭 1 1 0 3

養護教諭 1 1 1 1 1 1 1 1 8

栄養教諭 1 1

事務職員 1 1 1 1 1 1 1 1 8

計 9 14 11 10 5 9 6 7 6 6 7 5 17 6 15 8 141

特支支援員 臨５ 臨４ 臨３ 臨1 臨1 臨1 臨４ 臨4 23

さわやか相談員 臨1 臨1 2

校 務 員 臨1 臨1 臨1 臨1 臨1 臨1 臨1 臨1 8

給食補助員 臨1 臨1 臨1 臨1 4
きめ細かい
推進事業員

臨1 1

計 7 1 5 4 1 1 2 2 2 6 1 6 38

合 計 179
※ 臨…臨時職員

# 927 562 # 927 562

# 989 551 # 989 551

# 1,039 550 # 1,039 550

# 1,061 572 # 1,061 572

# 1,087 585 # 1,087 585

# 1,134 574 # 1,134 574

# 1,174 583 # 1,174 583

平成21 1,176 614 平成21 1,176 614

児童・生徒数の推移

30

（町費職員）

教    職    員    数

（ 小 ・ 中 学 校 ）

区 分
中山小 伊草小 三保谷小 出丸小 八ッ保小 小見野小 川島中 西中

計

（県費職員）

27 18 3015 14 14 31

0 500 1,000 1,500 2,000

28

27

26

25

24

23

22

平成21

927

989

1,039

1,061

1,087

1,134

1,174

1,176

563

551

550

572

585

574

583

614

小学生

中学生
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１　施設概要
(1) 所 在 地 比企郡川島町大字上八ツ林 ７９８-１

(2) 電 話 ０４９ - ２９７ - ０２６０ FAX ０４９ - ２９７ - ０２３０

(3) 建 築 年 平成 3年 6月

(4) 建 築 面 積 ３，７５４ ㎡

(5) 建 物 鉄骨造一部２階建 １ 階 １，０６３．５０ ㎡

２ 階 １７４．５０ ㎡

合 計 １，２３８．００ ㎡

(6) 給 食 能 力 ４，０００ 食

２　運営の基本方針

３　職      員
(1) 常 勤 職 員 10人 （うち県学校栄養教諭 1人）

(2) 委 託 職 員 8人 （ボイラー運転・調理・洗浄）

４　学校給食費予算（当初）

平成28年度 105,293 79,800

平成27年度 96,972 81,500

平成26年度 99,922 82,250

平成25年度 106,550 84,200

平成24年度 107,441 86,900

５　学校給食人員（平成２８年５月１日現在）

(1) 小 学 校 1,042 人

(2) 中 学 校 622 人

(3) セ ン タ ー 18 人

合　計 1,682 人

６　給  食  費
(1) 月額 ４，０００ 円

(2) 月額 ４，９００ 円

児童１人当たり

生徒１人当たり

川島町学校給食センター

　児童生徒に対して栄養のバランスに配慮した食事を提供し、望ましい食習慣
の形成や良き人間関係を育成することなどをねらいとして実施しており、生涯
にわたる健康づくりの基礎を培うことを目的としています。

0 50,000 100,000 150,000 200,000

平成28年度

平成27年度

平成26年度

平成25年度

平成24年度

105,293

96,972

99,922

106,550

107,441

79,800

81,500

82,250

84,200

86,900

一般会計 特別会計 単位：千円
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Ⅲ 生 涯 学 習
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２　３つの観点

　基本理念を踏まえて、事業を実施する際は、次の３つの観点を重視して取り組みます。

学 習 活 動 の き っ か け づ く り

　町民の生涯学習・スポーツ活動への積極的な参加を促進するため、学びの楽しさや大切さ
に興味関心を持ってもらえるよう、様々な手法を活用して情報提供し、「学びのきっかけづ
くり」を推進します。

多 様 な 学 習 機 会 の 提 供

　生涯学習を取り巻く環境の変化、多岐にわたる学習ニーズに対応するため、幅広い分野の

学習機会を提供します。

学びを活かしたコミュニティづくり

　学びにより得られた知識や経験が、地域社会に還元される、活力あるコミュニティの形成

を目指します。

生涯学習の推進体制

１　基本理念

　生涯学習は、平成２８年度から平成３２年度の５年間を計画期間とした「川島町生涯学習

推進総合計画」に基づいて推進していきます。

　これからの社会において、町民が学習を通じてより良い人生を実現するとともに、学習成

果を家庭や地域に還元し、本町の持続的な発展を支える上で生涯学習の使命は重要です。

　「学びの場を通じて、１人ひとりが活躍し、人と人とが繋がり、学んだ知識や経験を地域

づくりに活かせる、活力のある川島町を目指していく」という視点から以下のとおり基本理

念を掲げます。

　
基本理念 １人ひとりの輝きで

つなげる未来のまちづくり
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計画 評価

４　生涯学習推進総合計画と年間事業計画の位置づけ

３　生涯学習の施策体系

　計画の施策体系は、以下のとおり基本目標、施策、主な取り組みで構成されています。

　本計画は、生涯学習に関する諸計画は本計画を最上位計画とし、以下のとおりの構成
になっています。本計画の下位計画として、年間事業計画、さらにその下位計画とし

て、学習プログラムが位置付けられます。

生涯学習推進総合計画

中・長期的な展望のも
とにつくられる、年次
的な支援計画
（期間：５年間）

年間事業計画

年間に行うすべての学
習機会、学習支援を総
合的かつ体系的にまと
めた実施計画
（期間：１年）

学習プログラム

個々の事業の目的・主旨に
基づいてつくられる詳細な
運営・展開の計画

施策・予算

フィードバック

５　年間事業計画設定

　年間事業計画は、生涯学習推進総合計画の基本目標から、その年度の重点基本目標を

選び、その上で年間事業計画を決定します。具体的な年間事業計画は「サモサッタ」と

よばれる冊子で発行するとともに、町ホームページで周知します。

６　事業評価

　実際の事業は行政計画に基づいて実施され、結果を評価し、その評価結果をもとに次
の計画に反映されます。これまでの川島町の生涯学習への取り組みの実績をさらに向上
させるには、事業評価を適切に実施していくことが必要です。評価の方法は、定量（数
量）評価および定性（記述）評価、第３者評価等を行い、今後の事業改善に活かせるよ

う取り組みます。

基本目標（６項目）

施策（２４項目）

主な取り組み（55項目）
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基本目標 主要施策 主な取り組み
(１)社会教育委員等の活動
    推進

①社会教育委員・生涯学習推進会議の活動
  推進

(２)社会教育団体の育成と
　　活動支援

①文化協会・体育協会の活動支援
②サークル活動団体の育成と支援
③活動団体の主催する自主講座の開催支援
④子ども会活動の充実と活動支援

(３)生涯学習推進体制の整備 ①学校規模適正化に伴う、空き教室などの
　有効活用検討
②コミセン・フラットピア・公民館・
  図書館の整備
③学習情報提供
④学芸員の配置
⑤社会教育主事と社会教育指導員の配置
⑥図書館司書の配置
⑦地区公民館活動の活性化

(４)各種教養講座の開催 ①各種教養講座の開催

(５)社会教育施設、教育機関
　　との連携促進

①大学・ＮＰＯ・民間事業者等との連携
②町外の社会教育施設との連携
①地域子ども教室・キッズプラザの充実
②青少年交流事業

①指導者の発掘
②指導者養成セミナーの開催

①学校・ＰＴＡ・地区公民館・学童保育
　連携による地域子ども教室の開催
②学校応援団と地域子ども教室の連携検討
③図書館と学校の連絡会開催

(１)子どもの発達に応じた
    親の学習機会の提供

①「親の学習」の開催
②ＰＴＡと連携した家庭教育セミナーの
　開催

(２)家庭教育情報の提供 ①広報紙・ホームページを活用した家庭
　教育情報の提供

(３)子育て機関の連携および
　　親子の活動機会の提供

①子育てに関する社会教育・母子保健部門
　子育て支援センター・保育園
　子育てサークル等の連携支援
②親子教室等の開催

(４)家庭の教育力向上
　　のための調査研究

①家庭の教育力向上のための事例研究・調査

３　家庭の教育力
    の向上

第5次川島町生涯学習推進総合計画の概要

１　生きがいづく
　　りと多様な学
　　習活動の振興
　　と支援

２　子どもを育む
　　地域の教育力
　　の向上

(１)異年齢による子どもの
　　体験学習推進

(２)子どもの体験学習指導者
　　の育成・支援

(３)社会教育と学校教育の
　　連携推進

基本理念

１人ひとりの輝きで

つなげる未来のまちづくり

３つの観点
・学習活動のきっかけづくり
・多様な学習機会の提供
・学びを活かしたコミュニティづくり
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(１)子どもの体力づくり ①スポーツ少年団の活動支援と指導者の
　育成

(２)成人期の健康づくり ①ウォーキング・体操などスポーツの
　普及・充実と、スポーツ・保健・健康
  部門が連携した事業の実施
 

(３)高齢期の健康維持 ①介護部門と連携した介護予防教育
②健康部門と連携した健康教育

(４)町民の健康増進支援 ①健康増進のためのスポーツ教室等開催
(１)文化・芸術活動の充実 ①中央文化展・生涯学習町民

  ふれあいフェスティバルの充実
②「文芸かわじま」の充実

(２)文化財の保護・活用 ①新たな町指定文化財への調査・検討
②既存施設を利用した資料館の整備
③文化財マップ・案内版・解説資料等の作成
④古農具・古民具の収集・保管と展示

(１)男女共同参画に関する
　　学習

①男女共同参画に関する学習機会の充実
②男性の子育て参加に関する学習の充実
③男女共同参画に関する情報の提供

(２)人権学習 ①人権教育講演会の開催
②視聴覚メディアの充実

(３)国際交流の推進 ①ホームステイの受入・
  ホストファミリーの確保
②通訳・語学ボランティアの養成
③地域における国際交流の推進

(４)情報化社会に対応する
　　学習

①パソコン・インターネットに関する
　講座の開催

(５)ボランティア活動の推進 ①人材バンクの充実と活用
②ボランティアの養成、
  活動場所の紹介・相談支援
③成人式実行委員経験者との連携
④学校応援団、学校ボランティアの充実

(６)図書館機能を活かした
　　学習支援

①課題解決のための情報提供
②県立及び近隣図書館とのネットワークを
　活かしたレファレンスサービスの充実
③本に親しむための学習機会の提供

４　健康づくりと
　　スポーツ推進

５　文化芸術振興
　　と伝統文化の
　　継承

６　地域社会の変
　　化に対応する
　　学習の推進
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Ⅳ 社 会 教 育
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建設年度

川島町コミュニティセンター 面積 1,377 ㎡ 昭和５５年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・和室 (2部屋) ・談話室

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・会議室 (3部屋)

面積 636 ㎡ 平成１０年度

　川島町八幡 ６－１－２ ・多目的ホール ・研修室

　　℡ 049-297-1117 　FAX 049-297-7773 ・調理室 ・和室

総面積 2,475 ㎡ 昭和５５年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・体育館（ｱﾘｰﾅ） 1,134 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・卓球室 148 ㎡

・多目的室 148 ㎡

・ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ(1周) 130 m

総面積 24,045 ㎡ 　昭和４７ ～

　川島町大字下八ツ林 ９３０ ・運動場 20,895 ㎡ 　　　　５０年度

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ※照明58年度

3,150 ㎡

・南運動場 11,289 ㎡ 昭和５９年度

　川島町大字出丸下郷 １０２５ ・北運動場 10,311 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710

・クレイコート(２面) 1,208 ㎡ 昭和５５年度

　川島町大字白井沼 ４５７

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710

総面積 1,124 ㎡ 昭和６１年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・柔道場 420 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・剣道場 420 ㎡

総面積 231 ㎡ 平成元年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・射場（３人立ち） 63 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・的場 16 ㎡

・矢道 １51 ㎡

面積 79 ㎡ 昭和６３年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ （鉄骨造・平屋建）

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・陶芸窯１基　・電動ろくろ３台

総面積 1,994 ㎡ 昭和６１年度

　川島町大字下八ツ林 ９２６－１ ・ホール　・アリーナ

　　℡ 049-297-1667 　FAX 049-297-6191

※文化施設
・研修室　・会議室１・会議室2

かわじま窯

社会教育施設の概要

名称、所在地ならびに連絡先 主  な  施  設

ふれあいセンターフラットピア川島

川島町民体育館

総合運動場

出丸運動場

川島町ゲートボール場

※川島町民会館

川島町武道館

川島町弓道場

野球場１面、ソフトボール場２面

照明施設（野球・ソフト）

テニスコート（４面）

野球場（北・南） １面

ソフトボール場（南） ２面

ソフトボール場（北） ２面

45



（コミュニティセンター内）

比企郡川島町大字下八ツ林９２３ ℡ ０４９ - ２９７ - １６１１

館長 主事

建 設 年 度

敷 地 面 積

収 容 台 数

その他特徴的なこと

・コミュニティセンターとの共有施設

１２月 ２９日 ～ １月 ３日

8:30 ～ 21:00

Ⅰ． 生きる力と豊かな心に満ちた人間の育成

Ⅱ． すこやかで明るく、仲良く助け合い、社会に貢献する家庭の育成

Ⅲ． 人権教育の推進

Ⅳ． 町民の健康増進と生涯スポーツの推進

Ⅴ． 地区公民館とは趣き、規模の異なる事業を開催する。

Ⅵ． 地区公民館の連絡調整を行う。

  年間開催回数及び審議事項（中央公民館、地区公民館共通の委員）

年６回

・公民館事業計画及び予算について

・公民館事業や公民館運営に関する諸問題について

・その他

館運営の基本方針

・中央公民館は町民の要請に沿った広範な事業を開催する。

　また、地区公民館の連絡調整を行う。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・青少年の健全育成を目標として、様々な体験学習の機会を提供する地域子ども

　教室を開催しており、また、親子や高齢者等が気軽に参加できる様々な事業も

　取り入れている。

休 館 日

開 館 時 間

運
営
方
針

公
民
館
運
営
議
会

開催回数

審議事項

施
設

構 造

駐 車 場

施 設 概 要

有

　和室①（27畳）、和室②（18畳）、会議室①（100㎡）、
会議室②（50㎡）、会議室③（50㎡）、談話室（50㎡）

２００ 台

鉄筋コンクリート 昭和 55年度

建 物 面 積 １，３７７．００ ㎡ ８，０００．００ ㎡

公  民  館  概  要

中 央 公 民 館 平成２８年４月1日現在

所 在 地

職     員 関　吉治　(兼) 倉持　恵子(兼)　齋藤　佑(兼)
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事     業     名 対    象

スマートフォン活用講座 一般
（６０歳以上の方）

未定

生 涯 学 習 町 民 ふ れ あい
フ ェ ス テ ィ バ ル

一般 平成２８年11月3日 （木）

中 央 文 化 展
  一般
  小中学生
  幼稚園・保育園

平成２８年10月２８日 ～11月３日

成 人 式
平成７年4月2日か
ら平成８年4月1日
までに生まれた方

平成２９年1月８日（日）

「 む さ し の 国 」
ふ る さ と 文 学 散 歩

一般 平成２８年5月2７日(金)

ふ る さ と 歴 史 講 座 〃 2月

地 域 子 ど も 教 室 小学生 5月～3月　（6地区×12～13回)

夏の体験学習
　サマフェス☆２０１６

小学生とその
保護者・一般

平成２８年７月２３日（土）・２４日（日）

平 成 ２８年 度 の 主 な 事 業（中央公民館）

時            期
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比企郡川島町大字中山 １３１７－１ ℡ ０４９ - ２９７ - １８０２

館長 主事 神田　勉

構 造 建 設 年 度

建 物 面 積 敷 地 面 積

駐 車 場 収 容 台 数

施 設 概 要

館運営の基本方針

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・盆踊り大会、地区体育祭、文化敬老祭を三大事業として、それぞれに地域住民を

　中心とした実行委員会を組織し、誰もが気軽に楽しく参加できる事業を推進する。

比企郡川島町大字伊草 ２３０ ℡ ０４９ - ２９７ - ０００４

館長 鹿山　日出男 主事 池野谷　賢司

構 造 建 設 年 度

建 物 面 積 敷 地 面 積

駐 車 場 収 容 台 数

施 設 概 要

館運営の基本方針

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・郷土芸能の保存に力を入れ、文化祭等ではその発表の場を提供している。

旧館　３６３,４２㎡
新館　２５７,５６㎡

１，６０６．６６ ㎡

有 ２５ 台

伊 草 公 民 館

所 在 地

職     員

施
設

鉄筋コンクリート

・公民館を通じた共助体制構築と情報発信で、地域の防災能力の向上と活性化を図る。
・地域の方々が集まりやすい公民館事業の展開をする。

１階和室（３３畳）、２階会議室（約７７㎡）、調理室

旧館：１階和室（２７畳）、２階会議室（約７７㎡）、調理室
新館：１階和室（４８畳）、２階会議室①（約46㎡）
　　　会議室②（約43㎡）

・積極的な公民館開放を行い、コミュニティの育成に努め、生涯学習の拡充を図る。

中 山 公 民 館

所 在 地

職     員 矢部　英男

施
設

鉄筋コンクリート 昭和 ４６年度

３６５．９８ ㎡ １，９００．００ ㎡

有 ３０ 台

旧館　昭和 48年度
新館　平成　2年度
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比企郡川島町大字白井沼 ９０７ ℡ ０４９ - ２９７ - ０１７５

館長 主事  佐 藤 　 栄

構 造 建 設 年 度

建 物 面 積 敷 地 面 積

駐 車 場 収 容 台 数

施 設 概 要

館運営の基本方針

・地域住民の方が公民館を拠点の場とし、参加しやすい事業展開をする。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・生け花教室、山野草展、文化祭を開催し、地域の文化活動の拠点としている。

・盆踊り大会、地区体育祭、ふる里敬老芸能祭の事業に対し、一人でも多くの地域

　住民の方が参加できるよう事業推進する。

比企郡川島町大字上大屋敷 １４４－１ ℡ ０４９ - ２９７ - ００１０

館長 主事 笹岡　留義

構 造 建 設 年 度

建 物 面 積 敷 地 面 積

駐 車 場 収 容 台 数

施 設 概 要

館運営の基本方針

・地域住民の学習要求にこたえられるような事業を推進する。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・青少年健全育成地域の集いを実施し青少年の育成に努める。

・各種使用団体が当番を決め奉仕的に清掃活動を実施している。

三 保 谷 公 民 館

所 在 地

職     員 石原島　恒夫

施
設

鉄筋コンクリート

和室（２４畳）、和室（１０畳）
大会議室（約１３０㎡）、小会議室（約３０㎡）

昭和 ６２年度

４６６．２５ ㎡ ２，７３０．００ ㎡

有 ４０ 台

出 丸 公 民 館

所 在 地

職     員 井上　義道

施
設

鉄筋コンクリート

１階和室（３０畳）、２階会議室（約９０㎡）、調理室

昭和 ４８年度

３３８．８０ ㎡ １，５００．００ ㎡

有 ５０ 台
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比企郡川島町大字畑中 ３４１ ℡ ０４９ - ２９７ - ０００８

館長 大久保　道夫 主事 深谷　達夫

構 造 建 設 年 度

建 物 面 積 敷 地 面 積

駐 車 場 収 容 台 数

施 設 概 要

館運営の基本方針

・地域づくりと生涯学習の拠点となるべき事業を推進する。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・高齢者学級

・スポーツ大会等を実施し愛好者を通じてコミュニティの育成に努める。

比企郡川島町大字谷中 ２５１－１ ℡ ０４９ - ２９７ - １８０１

館長 戸森　始 主事 山口　孝夫

構 造 建 設 年 度

建 物 面 積 敷 地 面 積

駐 車 場 収 容 台 数

施 設 概 要

館運営の基本方針

・生涯学習の拠点として、だれでも、いつでも、学習できるように運営する。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・盆踊り大会・敬老芸能大会・文化祭

・茶道・着付教室等を取り入れ、地域の文化活動の拠点としている。

小 見 野 公 民 館

所 在 地

職     員

施
設

鉄筋コンクリート

１階和室（３３畳）、２階会議室（約７０㎡）、調理室

昭和 ５４年度

４０６．９３ ㎡ １，８８８．００ ㎡

有 ５０ 台

八 ツ 保 公 民 館

所 在 地

職     員

施
設

鉄筋コンクリート

１階和室（３０畳）、２階会議室（約９０㎡）、調理室

昭和 ５０年度

３５２．８０ ㎡ ２，０００．００ ㎡

有 ９０ 台
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１　施設概要
（１）本館

・ 所 在 地 比企郡川島町大字下八ツ林 ９０１

・ 電 話 ０４９ - ２９７ - ６０３０ FAX ０４９ - ２９７ - ６０６０

・ 開 館 年 昭和 ６１年 ９月

・ 建 物 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ   ２階建て ８７１ ㎡

２　利      用
（１）登録

・

（２）貸出冊数

・ 個人 ・団体 １００ 冊

（３）期間

・個人 ・団体 ３週間

３　運営の基本方針

４　平成２８年度の重点施策

５　職      員
館長、副館長、職員1名、その他（臨時2名　業務委託4名）

６　図書館予算

23年度 12,059 5,000

24年度 18,966 5,000

25年度 20,595 5,000

26年度 21,027 5,300

27年度 22,890 5,000

28年度 24,162 5,000

※ 23年度については、22年度予算を繰越明許しているため、図書費は当初予
算に含まれていません。

１０ 冊

２週間

比企広域市町村圏内、川越都市圏内まちづくり協議会の広域市町在住者

川　島　町　立　図  書  館

（１）図書館利用の推進　　（各種事業による図書館利用の推進）

（２）児童サービスの充実　（児童図書の整備・学校との連携）

（３）資料提供体制の充実　（社会情勢や利用者ニーズに沿った資料の収集）

川島町に住んでいる方、通勤・通学している方、団体

　図書館は、町民の求める図書資料を正確迅速に提供していくと共に、常に新しい情報の図書資料
を備え、文化と生活の向上に役立つよう努める。

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

当初予算 12,059 18,966 20,595 21,027 22,890 24,162

図書費 5,000 5,000 5,000 5,300 5,000 5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000 単位：千円
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７　蔵書統計  （平成２８年３月３１日現在）

2,805点

7 紙

67誌

８　図書館利用統計  （平成２７年度開館日数  ２８８日）

合 計 ﾘｸｴｽﾄ

雑 誌 （点） （件）

4,958 113,111 3,352

９　活動指標

（１）登録率

※町外登録者1,014人

（２）１日平均貸出冊数

※団体貸出分含む

（３）町民１人当たり蔵書冊数

（４）人口一人当たり図書費

１０　蔵書構成
文学 27

社会科学 13 文学 34
歴史 10 絵本 29

自然科学 7.0 自然科学13
芸術 9.0 社会科学5
文庫 9 歴史 4
工業 6.0 芸術 4
総記 4 工学 3
哲学 3 紙芝居 3
産業 3 産業 2
語学 2 総記 1

郷土資料 2 言語 1

哲学 1

111,686 冊
＝

※人口は、平成28年4月1日現在

２７年度図書費
＝

5,500 千円
＝ 262.4 円

人  口 20,957人

5.3 冊
人  口 20,957 人

蔵書冊数
＝

＝ 59.1%
人  口 20,957人

総貸出冊数
＝

113,111点
＝ 392.7 冊

開館日数 288 日

登録者数
 × 100 ＝

12,388人
 × 100

貸    出    数

29,350 38,925 67,165 2,063

（人） 一般書 児童書 ＡＶ

入館者数

平成２７年度

一   般   書      73,491冊 Ａ Ｖ

児   童   書      38,195冊 新　聞

合     計     111,686冊 雑　誌

文学

27％

社会科

学
14%

歴史
11%

自然科学
7%

芸術
10%

文庫

9％

工業
6%

総記
4%

哲学
3%

産業
3%

語学
2%

郷土資料
2%

一般書

73,491冊

文学
34%

絵本
29%

自然科学
13%

社会科学
5%

歴史
4%

芸術
4%

工学
3%

紙芝居
3%

産業
2%

総記
1%

言語
1% 哲学

1%

児童書

38,551冊
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１１．平成２８年度 事業予定

事     業     名

おはなし会

ブックスタート 乳児・保護者 ４・５ヶ月乳児健診時

朗読ボランティア研修 4月23日

こどもの読書週間イベント
「この本ど～こだ？」

小学生 4月２３日～5月１２日

読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座

「地域子ども教室」に出向
き利用促進

小学生

夏休み自由研究・宿題サポート 小学生

読書マラソン 小学生 9月～12月

ブックリサイクル 一　般　 11月3日

クリスマス子どものつどい 12月17日

ブックリサイクルの常設展
示コーナーの設置

一般 通年

図書館だより
一　般
児　童
企　業

図書館カレンダー 一　般 年４回

テープ図書吹き込み、貸出 視覚障害者 毎月

団体貸出 随時

ブックリサイクル

毎月（広報かわじまに掲載）
毎月（小学生全員に配布）
年４回(２５社）

７月２１日～２２日
７月２６日～２９日

小学校・保育園
幼稚園・学童

4歳以上

夏休み自由研究・宿題サポート

5月～8月

対    象 時　　　　　期

朗読ボランティア

読み聞かせボランティア 未定

乳幼児・児童
保護者

毎月第１火曜日
毎月第２火曜日
毎月第４日曜日
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所 有 者 又 は 管 理 者

◎ 建 造 物 廣 徳 寺

◎ 工 芸 品 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 書 跡 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 書 跡 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 絵 画 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 絵 画 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

○ 絵 画 養 竹 院

○ 絵 画 養 竹 院

○ 絵 画 養 竹 院

○ 古 文 書 個 人 所 有

□ 古 文 書 個 人 所 有

□ 民 俗 文 化 財 八 幡 神 社

□ 歴 史 的 資 料 光 西 寺

□ 工 芸 品 薬 師 堂 保 存 会

□ 彫 刻 個 人 所 有

民 俗 文 化 財
（ 無 形 ）

□ 彫 刻 薬 師 堂 保 存 会

□ 考 古 資 料 川 島 町

□ 彫 刻 西 見 寺

□ 彫 刻 正 泉 寺

□ 彫 刻 金 剛 寺

県 選 定 重 要
遺 跡 ・ 史 跡

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

※ 種類の凡例

※ くわしくは「ふるさとの文化財」参照

町指定有形文化財は「□」

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 外 塀

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 内 塀

指定区分／ 国指定重要文化財は「◎」

国登録有形文化財は「◇」

県指定有形文化財は「○」

川 島 町

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 東 棟

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 中 棟

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 西 棟

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 土 蔵

木 造 聖 観 音 坐 像

木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像

○ 稲 荷 塚 古 墳 群

遠山記念館（旧遠山家住宅）茶室腰掛待合

遠山記念館（旧遠山家住宅）長屋門

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 庭 門

遠 山 記 念 館 （ 旧 遠 山 家 住 宅 ） 裏 門

遠山記念館（旧遠山家住宅）茶室本席

遠山記念館（旧遠山家住宅）茶室寄付待合

遠山記念館（旧遠山家住宅）茶室雪隠

□ 伊 草 獅 子 舞 伊 草 獅 子 舞 保 存 会

石 棺

木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像

薬 師 如 来 坐 像

秋 野 蒔 絵 手 箱

寸 松 庵 色 紙 伝 紀 貫 之 筆

源 頼 朝 筆 書 状

紙 本 着 色 達 麿 図 信 方 印

絹 本 着 色 太 田 資 頼 像

絹 本 著 色 春 靄 起 鴉 図

絵 本 着 色 布 晒 舞 図 英 一 蝶 筆

文 化 財 の 一 覧

種　　別 名    　  称
廣 徳 寺 大 御 堂

◎ 絵 画
紙 本 著 色 三 十 六 歌 仙 切

（ 公 財 ） 遠 山 記 念 館
　（ 頼 基 ）     佐　　竹　　本

算 額

鰐 口

地 蔵 菩 薩 立 像

叔 悦 禅 師 頂 相

道 祖 土 家 文 書

小 美 濃 郷 検 地 帳

道 祖 神
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№ 団 体 名

1 中 山 ス ポ ー ツ 少 年 団

2 伊 草 ス ポ ー ツ 少 年 団

3 三 保 谷 ス ポ ー ツ 少 年 団

4 出丸剣道スポーツ少年団

5 八 ツ 保 ス ポ ー ツ 少 年 団

6 柔 道 ス ポ ー ツ 少 年 団

7 川島ライオンズスポーツ少年団

8 JJF KIDS＆PAMASスポーツ少年団

№ 団 体 名 代 表 者 № 代 表 者

1 野 球 連 盟 馬場 武男 16 岡 部 巖

2 ソ フ ト ボ ー ル 連 盟 鈴木 克史 17 馬場 孝師

3 バ レ ー ボ ー ル 連 盟 神 田 隆

4 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 馬橋 俊男

5 イ ン デ ィ ア カ 連 盟 清水 友二 № 代 表 者

6 サ ッ カ ー 協 会 牛村 貞彦 1 飯 島 和 子

7 ソ フ ト テ ニ ス ク ラ ブ 道祖土義之 2 三澤 靖子

8 剣 道 連 盟 為谷 健一 3 岡部 俊夫

9 柔 道 会 町田 文夫 4 小山内 敏

10 空 手 道 沢田 和夫 5 江藤 英男

11 少 林 寺 拳 法 会 杉 山 進 6 宇津木アイ

12 ほ な み 会 （ 民 踊 ） 福島 道子 7 小田 秀春

13 ゴ ル フ 協 会 川島 和春 8 大森 朋子

14 ス キ ー 連 盟 野澤 経雄 9 渡 辺 寛

15 卓 球 連 盟 佐々木義文

川島町絵画愛好会“遊画”

合 唱 連 盟

川 島 町 郷 土 愛 好 会

川 島 町 書 道 愛 好 会

川 島 町 陶 芸 ク ラ ブ

ぬ の し り 写 友 会

川 島 俳 句 連 盟

ア マ チ ュ ア 無 線 ク ラ ブ

墨 絵 ク ラ ブ

団 体 名

柔道 川島町武道館

野球 防災基地グラウンド

バスケットボール 町民体育館

川島町体育協会加盟団体一覧

団 体 名

グラウンド・ゴルフ連盟

合 気 道 川 島 町 同 好 会

川島町文化協会加盟団体一覧

サッカー 防災基地グラウンド

剣道 出丸小体育館

剣道 川島町武道館

バレーボール・サッカー
伊草小体育館
道場橋グラウンド

川島町 スポーツ少年団 一覧

活 動 種 目 活 動 場 所

バレーボール・サッカー 中山小体育館・グラウンド
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Ⅴ 教育関係役職員
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氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

※ 鈴 木 達 二 昭和29.11. 5 昭和30.4 飯 野 武 久 昭和29.11.5 昭和30.11.2

※ 関 紋 次 郎 　30. 5 30. 9 猪 鼻 清 寿 29.11.5 30.11.2

神 田 泰 吉 31.10.1 43.9.30 竹 谷 尭 29.11.5 30.11.2

鈴 木 三 郎 43.10.5 47.9.30 片 山 政 吉 29.11.5 30.11.2

小 髙 登 47.10.13 53.9.12 岡 安 源 一郎 29.11.5 30.11.2

三 角 覚 治 54.4.2 57.9.30 矢 部 顕 一 29.11.5 30.11.2

神 山 壬 一 57.12.1 62.9.30 岡 部 胤 雄 29.11.5 30.11.2

加 藤 靜 一 62.10.2 平成7.9.30 竹 谷 尭 31.10.1 32.9.30

関 口 武 平成7.10.12 11.10.3 関 口 政 治 31.11.1 35.9.30

遠 山 武 司 11.10.14 14.3.31 井 上 明 広 31.11.1 34.4.25

新 井 保 美 14.4.2 16.12.31 矢 部 顕 一 31.11.1 33.9.30

丸 山 一 男 17.3.24 23.10.3 神 田 泰 吉 31.10.1 43.9.30

冨 田 三 千 彦 23.10.4 27.10.3 牛 村 茂 32.10.1 36.9.30

※事務取り扱い 長 沢 亀 寿 33.10.1 37.9.30

矢 部 一 男 34.5.26 34.9.30

斉 藤 丈 七 34.10.1 38.9.30

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 小 久保 嘉 市 35.10.1 39.9.30

中 村 正 宏 平成27.10.4 現在に至る 石 田 徳 治 36.10.1 40.9.30

牛 村 茂 37.10.1 41.9.30

長 沢 亀 寿 38.10.1 42.9.30

小 髙 登 40.10.1 53.9.12

石 田 徳 治 41.10.1 45.9.30

牛 村 茂 42.10.1 46.9.30

竹 谷 淑 43.10.1 50.3.31

鈴 木 三 郎 43.10.1 51.9.30

若 山 富 作 44.10.1 48.9.30

山 口 泰 正 46.10.1 50.4.14

鹿 山 鉄 郎 47.10.1 55.9.30

吉 田 三 郎 50.4.14 52.9.30

吉 川 亮 輔 51.10.1 55.9.30

道 祖 土 武 52.10.1 56.9.30

島 田 恭 男 54.10.1 57.1.25

三 角 覚 治 54. 4. 2 57.9.30

畔 見 勇 夫 55.10.1 57.9.30

高 橋 竹 雄 55.10.1 59.9.30

持 木 清 56.10.1 60.9.30

神 山 壬 一 57. 4. 2 62.9.30

根 岸 甫 57.10.1 63.9.30

　　　　教　育　委　員　会　委　員　

歴代教育長（旧制度）

歴代教育長（新制度）

歴代委員
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歴代委員

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

小 峯 政 治 57.11.5 61.11.4 猪 鼻 精 寿 昭和29.11.5 昭和30.11.2

長 谷 部 武 冶 59.10.1 63.9.30 竹 谷 尭 31.10.1 32.9.30

品 川 孝 雄 60.12.10 平成元.12.9 矢 部 顕 一 32.10.1 33.9.30

冨 田 國 治 61.12.25 2.12.24 関 口 政 治 33.10.1 35.9.30

加 藤 靜 一 62.10.2 7.9.30 牛 村 茂 35.10.1 36.9.30

永 井 隆 明 63.10.1 8.9.30 長 沢 亀 寿 36.10.1 37.9.30

鈴 木 茂 文 63.10.1 8.5.4 斉 藤 丈 七 37.10.1 38.9.30

利 根 川 宇 平 平成元.12.13 5.12.12 小久保 嘉 市 38.10.1 39.9.30

臼 井 賢 一 2.12.25 6.1.28 石 田 徳 治 39.10.1 40.9.30

笛 木 豊 彦 5.12.13 9.12.12 牛 村 茂 40.10.1 41.9.30

岡 野 久 男 6.3.8 10.12.24 石 田 徳 治 41.10.1 45.9.30

関 口 武 7.10.4 11.10.3 牛 村 茂 45.10.1 46.9.30

神 田 勝 8.6.11 12.9.30 竹 谷 淑 46.10.1 47.9.30

梶 野 賀 一 郎 8.10.1 12.9.30 若 山 富 作 47.10.1 48.9.30

梅 澤 喜 一 9.12.18 13.12.17 山 口 泰 正 48.10.1 50.9.30

宇 津 木 一 雄 11.3.18 15.3.17 鹿 山 鉄 郎 50.10.1 55.9.30

遠 山 武 司 11.10.4 14.3.31 道 祖 土 武 55.10.1 56.9.30

細 野 常 重 12.10.1 14.3.31 島 田 恭 男 56.10.1 57.1.25

小 島 由 之 12.10.1 16.9.30 高 橋 竹 雄 57.2.1 59.9.30

山 口 榮 一 13.12.18 17.12.17 持 木 清 59.10.1 60.9.30

新 井 保 美 14.4.1 16.12.31 小 峯 政 治 60.12.16 61.10.31

古 橋 ヒ サ エ 14.6.13 15.10.3 根 岸 甫 61.11.1 62.9.30

渡 辺 美 嗣 子 15.3.18 19.3.17 長谷部 武 冶 62.10.1 63.9.30

丸 山 一 男 15.10.4 23.10.3 品 川 孝 雄 63.10.1 平成元.9.30

町 田 伊 勢 男 16.10.1 20.9.30 冨 田 國 治 平成元.10.1 平成2.9.30

宇 津 木 達 17.3.18 20.9.30 永 井 隆 明 2.10.1 5.9.30

関 光 一 17.12.18 21.12.17 鈴 木 茂 文 5.10.1 8.5.4

篠 﨑 久 子 1９.３.1８ 23.3.17 岡 野 久 男 8.6.11 9.2.25

長 島 常 雄 20.10.1 24.9.30 笛 木 豊 彦 9.2.26 9.12.12

小 島 小 百 合 20.10.1 24.9.30 神 田 勝 9.12.19 10.12.18

矢 部 勲 21.12.18 25.12.17 梶 野 賀一郎 10.12.22 12.9.30

鈴 木 喜 久 雄 23.4.1 27.3.31 梅 澤 喜 一 12.10.1 13.9.30

冨 田 三 千 彦 23.10.4 27.10.3 宇津木 一 雄 13.10.3 15.3.17

深 谷 邦 彦 24.10.1 現在に至る 小 島 由 之 15.3.18 16.9.30

大 野 美 寿 代 24.10.1 現在に至る 山 口 榮 一 16.10.1 17.9.30

菊 池 建 太 25.12.18 現在に至る 渡 辺 美嗣子 17.10.1 18.9.30

福 島 彰 27.4.1 現在に至る 宇 津 木 達 18.10.1 19.9.30

町 田 伊勢男 19.10.1 20.9.30

関 光 一 20.10.24 21.12.17

篠 﨑 久 子 21.12.18 23.3.17

長 島 常 雄 23.3.18 24.9.30

矢 部 勲 24.10.1 25.12.17

鈴 木 喜久雄 25.12.18 27.3.31

深 谷 邦 彦 27.4.1 27.10.3

歴代委員長(平成２７年１０月３日以前）
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町 長 飯　島　　和　夫 教 育 長 中　村　　正　宏

副 町 長 若　林　　昌　善 教育長職務代理者 深　谷　　邦　彦

委 員 大　野　　美寿代

委 員 　 菊　池　　建　太

学 校 教 育 関 係 岡　部　　玲　子 委 員 福　島　　　　彰

家 庭 教 育 関 係 藤　田　　千　春

榎　本　　康　治

笛　木　　　　清  利根川　　　　徹

椎　橋　　厚　子 久保木　　彰　一

鈴　木　　貞　美 金　子　　直　行

沼　田　　　　茂 横　山　　普　一

髙　橋　　　　実 永　井　　真　也

青　山　　鉄　兵 田　中　　敦　子

鈴　木　　　　健

町　田　　　　進

学 校 教 育 関 係 鍋　谷　　正　則 野　澤　　茂　男

岡　部　　俊　夫 猪　鼻　　美　孝

佐　藤　　菊　江 山　元　　秀　春

野　口　　久美子 飯　野　　明　昌

島　田　　信　子 松　本　　二三男

学 識 経 験 者 青　山　　鉄　兵 遠　藤　　光　男

谷　嶋　　忠　雄

永　野　　重　男

連 合 Ｐ Ｔ Ａ 堀　越　　正　幸 斉　藤　　孝　之

中 山 小 学 校 関　根　　由希江 鈴　木　　晴　三

伊 草 小 学 校 井　出　　絵　美 箕　輪　　　　弘

三 保 谷 小 学 校 井　上　　貴　広

出 丸 小 学 校 小久保　　英　二

八 ッ 保 小 学 校 根　岸　　智　仁 阿　部　　洋　行

小 見 野 小 学 校 山　田　　知　治 小　島　　小百合

川 島 中 学 校 嶋　村　　　　栄 岡　部　　宏　之

西 中 学 校 髙　橋　　悦　子 鈴　木　　春　美

と ね が わ 幼 稚 園 今　井　　奈津子 野　口　　正　東

芝　崎　　孝　志

清　治　　里　臣

牛　村　　貞　彦 藤　崎　　恵美子

阿　部　　洋　行 有　川　　寿　夫

矢　部　　勝　宏 南　　　　義　明

遠　藤　　康　子 神　山　　幸　和

松　本　　寿美子 黒　図　　正　和

加　藤　　俊　夫 松　本　　和　也

畠　山　　　　巧

林　　　　博　之

子ども会連絡協議会 矢　内　　秀　憲 神　田　　巳智郎

その他関係団体
小 見 野

スポーツ推進委員

中 山

伊 草
スポーツ推進審議会委員

関 係 行 政 機 関

三 保 谷

学 識 経 験 者 出 丸

八 ツ 保

小 見 野

学 識 経 験 者

文化財保護専門調査員
公民館運営審議会委員

中 山

社 会 教 育 関 係 伊 草

家 庭 教 育 関 係 三 保 谷

出 丸

幼･小･中･PTA会長
八 ツ 保

学識経験者

教 育 行 政 関 係 役 職 員 一 覧

町 教育委員会委員

社会教育委員

社 会 教 育 関 係

文化財保護審議会委員
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小 学 校 栁　澤　　睦　夫 石　川　　征　郎

中 学 校 大　野　　喜　裕 後　藤　　　　務

社 会 教 育 委 員 髙　橋　　　　実 鍋　谷　　正　則

公民館運営審議会委員 岡　部　　俊　夫 大　野　　喜　裕

学 識 経 験 者 学校ボランティア 小　林　　玲　子 笛　木　　　　清

家 庭 教 育 関 係 家庭教育ボランティア 小　林　　紀　子 利根川　　　　徹

矢　部　　英　男

中　嶋　　和　雄

笛　木　　　　哲 尾　崎　　宗　良

鍋　谷　　正　則 堀　越　　正　幸

五　島　　アツ子 小　島　　　　孝

栁　澤　　睦　夫 本　澤　　貞　夫

岡　部　　玲　子 阿　部　　洋　行

関　口　　昭　彦 倉　持　　幸　子

大　野　　喜　裕 ２ 号 委 員 遠　藤　　克　弥

神　山　　晴　光 飯　島　　和　夫

　 遠　藤　　めぐみ 深　谷　　邦　彦

根　本　　愛　弓 中　村　　正　宏

矢　部　　晴　美 石　島　　一　久

小久保　　英　二

　 工　藤　　理恵子

杉　山　　由　恵

松　﨑　　志　奈

　 喜　多　　由　美

　 遠　藤　　浩　正

有　馬　　なぎさ

尾　崎　　宗　良

亀　田　　　　緑

田　平　　ひろみ公 募 に よ る 町 民

３ 号 委 員

小 見 野 小 学 校 長

川 島 中 学 校 長

西 中 学 校 長

識見者（民生委員・児童委員協議会長）

中 山 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

伊 草 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

三 保 谷 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

出 丸 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

八 ッ 保 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

小 見 野 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

川 島 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

西 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

東 松 山 保 健 所 長

校 医 代 表

識 見 者 （ 商 工 会 長 ）

図書館協議会委員 生涯学習推進会議委員

学 校 教 育 関 係

１ 号 委 員

社 会 教 育 関 係

学校給食センター運営委員会委員
中 山 小 学 校 長

伊 草 小 学 校 長

三 保 谷 小 学 校 長

出 丸 小 学 校 長

八 ッ 保 小 学 校 長
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◎ 笛　木　　　　哲 ○ 山　﨑　　清　美

中 山 小 学 校 井　上　　法　好 半　田　　北　斗 三　村　　博　紀

伊 草 小 学 校 田　島　　智有貴 新　井　　雅　代 原　　　　一　芳

◎ 五　島　　アツ子

三 保 谷 小 学 校 松　本　　信　昭 竹　下　　定　子 小　林　　裕　也

出 丸 小 学 校 斎　藤　　和　雄 村　上　　かやの 乙　川　　竜　太

八 ッ 保 小 学 校 吉　田　　　　温 森　田　　こず枝 諏　訪　　幸市郎

小 見 野 小 学 校 横　山　　大　輔 秋　山　　和　登 齊　木　　裕　樹

○ 金　子　　佳　正 ◎ 関　口　　昭　彦

川 島 中 学 校 杉　山　　　　清 高　山　　晴　行 齋　藤　　晋　也

○ 神　山　　晴　光

西 中 学 校 加　藤　　早　苗 大　野　　　　実 青　柳　　陽　亮

子 育 て 支 援 課 課　長

（ 保 育 主 管 課 ） 渡　辺　　英　夫

保健師

保 健 セ ン タ ー 石　川　　まり子

け や き 保 育 園 栗　田　　富美子

さ く ら 保 育 園 杉　浦　　浩　美

専門医師

清水こどもクリニック 清　水　　勝　則

専門医師

ハロークリニック 新　井　　克　己

学識経験者

とねがわ幼稚園 小　林　　紀　子

県立川島ひばりが丘 学識経験者

特 別 支 援 学 校 松　原　　弘　美

学 校 教 育 各 種 委 員 会 委 員

学校名等 学校教育推進員 就学支援委員 児童生徒体力向上推進委員
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